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取引先のための品質保証マニュアル 

1. 品質方針 

 

 (株)アーレスティ（以下弊社）は、以下に品質方針を定め品質保証活動の基本としております。 

 弊社の品質保証におけるすべての活動は、この品質方針に基づきます。 

 

  

私たちアーレスティは 

    

お客様がアーレスティから買いたいと思っていただける 

   製品やサービスを提供します。 

    

定められた決め事を守り、お客様の視点で正直にそして良心に 

   従って活動します。 

    

お客様により良い製品やサービスが提供できるよう改善を続けます。 

 

 

 

2. はじめに 

弊社はお取引様に ISO9001(最新版)への適合を要求するとともに、適用される全ての法令・規制要求事項、

顧客固有要求事項を 本書『取引先のための品質保証マニュアル【商品】』に適合することを要求します。 

お取引先様には本書『取引先のための品質保証マニュアル【商品】』を遵守していただけますよう、ご協力をお

願いいたします。 

 

 『取引先のための品質保証マニュアル【商品】』活用の注意事項 

(1)  本書『取引先のための品質保証マニュアル【商品】』（以下、本マニュアル）は、お取引先様（以下取

引先）が弊社から受注した部品の品質保証を行うための業務についてまとめたものです。 

したがって、本手引きの主旨と各項目の内容を十分理解していただき、取引先社内の品質保証業務

に活用されるように関係部門・関係者に周知徹底をお願いいたします。 

活動に際して不明な点は、弊社商品営業部 又は 品質管理部までお問合せ下さい。 

 

(2)  取引先は、本マニュアルの管理責任者を定め、常に最新版が利用できるように確実に文書管理を

行ってください。 

(3)  本マニュアルの内容に変更ある場合は、その都度「変更通知書」により通知いたします。 

 項目単位、又は一式を送付いたしますので、最新版への差し替えをお願いいたします。 

 

  本マニュアルの弊社管理部門は品質管理部です。 

     TEL：0532-65-2218   FAX：0532-65-2163
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取引先のための品質保証マニュアル 

3. 品質保証責任者の選任 

取引先は、弊社への納入部品に関して品質保証体制を確立すること。 

取引先内での品質保証活動を推進するために、品質保証責任者を選任し、取引先内での品質保証を確立

させ継続的な改善をすること。 

 

１．品質保証責任者の資格及び選任 

     

品質保証最高責任者 

納入部品の品質保証に関する責任と権限を有する者、又はその

委譲を受けた者 

（原則として取締役以上の職位の者） 

品質保証責任者 

品質保証に関する全社の実質的取りまとめに関する責任と権限

の委譲を受けた者 

（原則として部長、又はそれに準ずる職位の者） 

品質保証副責任者 
納入部品の品質保証に関する実質的なアクションが取れる者 

（必要に応じ、工場、又は事業所ごとに選任する） 

 

２．品質保証連絡担当者及び営業部門の選任 

弊社との品質に関する連絡窓口として、担当者を選任すること。 

また、必要に応じ、営業部門や工場の連絡担当者を選任すること。 

 

３．届出 

(1) 品質保証責任者等の上記 1 項、2 項に該当する者を「品質保証責任者等届」（帳票１）に記入し、 

弊社商品営業部へ提出する。 

(2) 組織変更、責任者の変更、工場の追加などにより記載内容に変更が生じた場合はその都度提出する。 
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取引先のための品質保証マニュアル 

4. 生産準備／初期流動管理 

生産準備活動 

 新規部品の要求品質達成のために品質保証を確立するため、下記活動を実施すること。 

項目 内容 

要求仕様の把握 図面・仕様書などにより要求仕様や要求品質を確認する。 

目標の設定 製造にあたり、品質目標を設定する。 

不具合の事前検討 

予想される不具合要因と過去の不具合事例に基づき、その対応方法について

検討･改善する。顧客から指定された特殊特性及び特に品質に影響を及ぼす

特性を自主指定の特殊特性（機能保証工程で管理している特性・・・【13.監査】
参照）については必ず検討・改善する。 

工程設計 

（工程 FMEA） 
要求品質を満たすために実施すべきことの整理、品質保証方法を検討する。 

設備・QA 機器・治工具

の準備 
製造及び品質保証に関する設備・QA 機器・治工具を準備する。 

標準類の整備 
量産段階で品質が維持できるように、標準類を整備する。 

（標準作業書、検査規格書など） 

教育･訓練 
作業者の教育・訓練・評価計画を立案し実施する。 

（特に、新規設備の取り扱い・新しい作業・検査など） 

工程能力の調査 試作により工程能力を調査し、工程能力指数が十分あることを確認する。 

二次取引先の品質検証 二次以降の取引先に関して、品質保証状況を検証する。 

試作による評価 
各項目について、実際に製造した製品で確認し、課題がある場合は改善する。 

量産認定されるまで実施する。 
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初期流動管理 

量産認定（又は条件付量産認定）された新規部品の要求品質達成のために、量産初期に下記の重点管理

活動を行うこと。具体的な活動内容は、弊社商品営業部の指示に従い、解除判断についても弊社商品営業部

が行う。弊社の初期流動期間は原則として 3 ロット又は 3 ヶ月以上とする、ただし納入数が 500 個/月以下の

場合は、納入数が累積 1,500 個になるまでか、3 ロットのいずれか早く到達する期間以上とする) 

 

項目 内容 

残された課題への対応 試作期間中に改善できなかった不具合を解決する。 

予想した不具合の再検

証 

工程 FMEA で抽出した予想される不具合を再検証し、問題ある場合は解決す

る。 

特別検査の実施 

量産時の検査規格書による検査だけでなく、さらに充実させた検査を実施する

ことで、新たな不具合の把握とその流出防止を図る。この場合の検査方法とし

ては、抜き取り検査数増（または全数検査）や技術者の立会い検査などがあ

る。 

初品検査及び工程能力

調査 

原則として「図面全特性検査」を実施し、検査データを弊社 商品営業部に提出

する。また、弊社商品営業部より指示のあった特性は工程能力を調査し提出す

る。 

初期流動管理の解除 

期間完了時の評価が合格であれば初期流動管理を解除する。 

解除基準は「課題がすべて解決される」「品質目標が達成される」「工程が安定

した」など定義づけをすること。 
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取引先のための品質保証マニュアル 

5. 製造工程の管理 

１．物づくりの管理 

 製品品質は製造で作り込むのが原則です。不適合品を作らない、後工程に流さないために、管理する項目を

決めて実践していくこと。 

 

２．日常管理の実施 

No. 項目 内容 

1 標準類の整備と遵守 

① 工程 QC 表に従って、工程全体の標準類を整備し管理を実施すること。 

② 適正な作業を実施するために作業手順書・標準作業書などを作成し

遵守させること。また、作業が変更になった場合は標準類を都度改訂

し整合を取っていくこと。 

2 教育・訓練 

① 作業者に作業手順・標準作業を遵守させること。管理監督者は標準

作業が出来ていることを定期的に確認すること。また、必要な点検を

確実に実施させるための教育を実施すること。 

② 新しく作業に従事させる場合は、作業手順書・標準作業書を十分に遵

守でき、かつ技能も満足となる様に教育･訓練すること。 

【11.教育･訓練】を参照 

3 工程能力水準の把握 

① 特に重要な項目については、管理図等を活用し管理すること。 

② 工程の状態を、工程能力指数、又は工程内不良率により把握できる

こと。 

4 変更点管理 
工程内で変更があった場合、要求事項が満足されていることを確認する

こと。【8.変更点管理】、【7.初物管理】を参照 

5 工程異常の処置 
工程内で異常が発生した場合、その前後の製品品質が要求事項を満た

していることを確認すること。【9. 工程異常の処置】を参照 

6 不適合品発生時の処置 
不適合品が発生したとき、その不適合品が誤って使用・流動されないよう

に管理すること。【10.不適合品発生時の処置】を参照 

7 ロットの管理 製造ロットの確実な把握を行ない、先入れ・先出しの徹底を図ること。 

8 識別管理 ①検査・検証品の識別 ②工程異常の処置の識別 を行こと。 

9 記録の保管 
検査･試験結果の記録や不具合履歴記録など業務を実施した結果を保

管すること。 別途【14.文書･記録の管理】を参照 

10 製造設備の管理 

生産するために必要な設備は、常に管理されたものを使用すること。 

品質に影響すると判断した部位・特性は日常的に管理し、常に正常状態

を保つようにすること。 

11 計測機器の管理 計測機器は、使用時正常に機能するように精度管理を確実に実施すること。 

12 検査・試験 
検査規格書等で定められた、検査・試験を確実に実施すること。 

【6.検査･検証】を参照 

13 
図面・指示書の最新版

管理 

図面や指示書が常に最新の状態で使用できるようなしくみを作り、維持す

ること。【14.文書･記録の管理】を参照 

㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

6. 検査・検証 

１．製品要求事項の検証 

 顧客又は弊社と契約した要求事項が、満足していることを工程内及び出荷検査などで確認し、要求事項に適

合している製品を出荷しなければならない。 

 

２．取引先内での工程内検査 

 取引先内での製造中の製品が要求事項を満たしていることを確認し、次工程へ流動させること。この検査方

法や頻度は、弊社商品営業部と取り交わした検査規格書及び取引先内で独自に決めた検査項目に従って実

施すること。 

 日常での検査のために持ち出す製品に対しては識別を実施すること。 

 

３．取引先内での出荷検査 

 弊社商品営業部と取り交わした検査規格書及び取引先内で独自に決めた検査規格書の規格を満たしてい

ることを確認し、検査責任者の承認により出荷すること。 

 

４．検査における不適合品発見時の処置 

 【10.不適合品発生時の処置】を参照。 

 

５．検査の記録 

 検査の記録は品質記録として維持すること。管理監督者は記録の確認を行うこと。 

 初物、変更点、工程異常、不適合、不具合対策における検査記録 及び 検証結果は文書として記録管理す

ること。 

 【14. 文書・記録の管理】を参照。 

 

６．検査成績書について 

 弊社商品営業部が作成・提示、又は取引先が作成・提示した検査成績書を使用すること。 

 

㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

7. 初物管理 

１．初物管理の目的 

 初物対象品（新規品、変更点･変化点により要申請内容など）の流動経歴を明らかにし、要求品質を満足して

いることの保証をすること。 

 

２．初物品の識別 

 初物品の識別は、弊社商品営業部の指示による。 

 

３．先出し 

 工程で初物対象が発生した場合は、旧品は先出しを実施する。また、初物品への切り替え後は旧品の流動

は不可とする。但し、弊社商品営業部の指示により初物品を先行流動する場合はこの限りではない。 

 

４．初物の記録とその保管 

 初物管理する製品（容器）は、その内容、発行年月日、対象個数などを明確にすること。 

 

５．初物品の検査 

 図面・検査規格書 及び 付表 1 に基づいて検査を行い、弊社商品営業部 品質技術課の指示に従って納入

すること。 

 指定された検査が実施できない場合は、弊社商品営業部 品質技術課へ相談を申し出ること。 

 

６．初物対象となるもの 

 不適合品を弊社商品営業部の指示にしたがって、修正・手直しした製品、特採申請して許可された製品、設

変品、変更点管理対象品（付表 1）、弊社商品営業部 品質技術課からの指示によるもの。

㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

8. 変更点管理 

１．変更点管理の目的 

 何らかの『変更（付表 1）』があった場合、その『変更』が製品の要求事項に影響しているか否かを品質確認し、

不具合を次工程に流出させないことと変更前と変更後を確実に識別管理することを目的とする。 

 

２．変更点とは 

 意図・意志を持った計画的変化を発生させる時、また変化させた時をいう。  （付表 1 参照） 

 

３．変更点時に実施すること 

 上記の表の例のような変更をしたことにより、影響しそうな品質特性を特定し、その品質確認を実施し品質要

求事項を満たしていることを確認すること。 

 （ただし、変更点の届出を全ての項目に要求しているわけではない：下記４項、５項による） 

 

４．変更点の事前届出 

 取引先内で変更する内容が、弊社の指定内容（弊社商品営業部の指示による）である場合は事前に届出を

行い、承認後実施すること。 ⇒ 「工程変更申請書」（帳票 6 及び帳票 6-1）  

 

届出時期については、弊社商品営業部からの指示を受けること。届出提出先は、弊社商品営業部とする。 

 この変更による初品ロット・確認ロットは初物管理を実施し、流動履歴を明確にすること。 

【7.初物管理】を参照 

 

５．突発変更時の届出 

 突発的な事故等により計画的に事前変更届が出せない場合は、弊社商品営業部へ連絡し、その指示に従う

こと。 

【7.初物管理】を参照

㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

9. 工程異常の処置 

１．工程異常の処置の目的 

 工程異常が発生したとき、その前後の製品品質が要求事項を満たしていることを保証して次工程へ不適合

品を流出させないことを目的とする。 

 

２．工程異常とは 

a) 機械・設備・治工具等の不具合により品質・生産性を阻害する現象が発生、発見されたとき。（いつも

と違うとき） 

b) 製造工程で定められた標準類・点検表などに規格外れ、不遵守が発見されたとき。（規格外れ、標準

不遵守） 

 

３．異常を異常として周知させ対応するには【「異常処置」に関するルール化をする】 

(1) 『工程異常とは何か』を明確にする 

1) 工程異常事例の教育（各社に合ったものを） 

2) 『工程異常とは何か』を現場への掲示（業種によってその内容は異なる） 

(2) 『連絡ルート』を明確にする 

1) 作業者が独自で判断し処置しない 

2) 適切な判断ができる人への報告（あらかじめ工程異常発生時の連絡ルートを決めておくこと） 

3) 工程異常発生時に工程異常の内容によって『品質確認』として何をするのか決めておく 

    （前後の遡り製品品質確認等） 

4） 工程異常対象品は、識別をし、良品と区別をする。 

5) 工程異常発生時、対象現物を持ち出す場合は識別を実施すること。 

6) 工程異常の内容、処置、再発防止について記録を残すこと。 

    「不適合・不適合品処置報告書」 （帳票 2）を使用してもよい。 

  

４．変化点管理からの工程異常処置 

(1) 変更点管理 

 意図・意志を持った計画的変化への管理  ⇒  【8.変更点管理】を参照 

(2) 変化点管理 

 意志を持たない、予測できない突発的な変化への管理  ⇒ 工程異常処置 

※ 工程異常処置は変化点から、波及していくことが多い 

㈱アーレスティ 
第 2 版 



       

                             

 

12

取引先のための品質保証マニュアル 

10. 不適合品発生時の処置 

１． 不適合品管理について 

不適合品管理とは、不適合品が発見された場合、その不適合品及び選別した後の不適合品が誤って使用

されないように適切な処置を実施することである。そのためには、まず「対象範囲の特定」「その流動を停止

し隔離」すること。さらに不適合品が正しく識別され、適切に処置され、その内容が関係部署に通知されなけ

ればならない。 

※ 不適合品とは『製品要求事項に適合しない製品』でその処置は２－(2)による。 

 

２－(1) 顧客納入後または弊社商品営業部の受入検査で不適合品が発見された場合 

1) 取引先責任で不適合品が発生または流出したと判断された場合は、弊社商品営業部の指示に従い速や

かに不適合品の処置を実施すること。同時に弊社商品営業部は、取引先に対して「不適合・不適合品処置

報告書」（帳票 2）を発行する。 

2) 「不適合・不適合品処置報告書」（帳票 2）を受理した取引先は、速やかにその原因を調査し再発防止対

策を実施すること。弊社より一次回答要求があった場合は、要求された期日までに弊社商品営業部へ一次

報告を実施すること。また、その内容を弊社商品営業部が指定した「クレーム・トラブル改善報告書」（帳票

3）又は「クレーム・トラブル対策報告書」（帳票 4）に記入し、提示した提出期限までに弊社商品営業部へ

提出すること。 
 

２－(2) 不適合品の処置 

 弊社納入後の不適合品の処置判断は、弊社商品営業部の指示による。 

1) 検査規格書の要求事項を満たすように手直しする。 

2) 修理又は修理しないで特採依頼する。 ⇒ 「特採申請書」（帳票 5）の発行 

「特採申請書」（帳票 5）は、弊社商品営業部に提出する。 

3) 不採用の場合は、不適合品を廃棄する。 

 

３－(1) 取引先で不適合品が発見された場合 

1) 取引先社内(二次取引先も含む)で不適合品が発見された場合、その不適合品が既に弊社又は顧客に納

入された部品に及ぶ恐れ（不適合品の対象になる恐れ）がある場合は、速やかにその内容・状況を「不適

合品流出連絡書」（帳票 9）で弊社商品営業部へ報告すること。 

2) 取引先社内(二次取引先も含む)で不適合品が発見され、上記 1)に該当しないが、内容が重大で弊社への

連絡が必要と判断された場合は、速やかにその内容・状況を「不適合品流出連絡書」（帳票 9）で弊社商

品営業部へ報告すること。 

3） 取引先社内で不適合品が発見され、修正・手直し流動が必要な際は、弊社商品営業部へ特採を申請する。

特採時のサンプルを取り決め、サンプルは納入品として使用しないこと。⇒ 「特採申請書」（帳票 5）の発行 

4) 上記に該当しない不適合品の扱い・処置は下記３－(2)にしたがって、取引先の権限のあるものが判断し処

置すること。その内容は、記録し履歴に残しておくこと。  

 

３－(2) 不適合品の扱い 

1) 工程内で発生する不適合品については、識別し適合品に混入しないように管理すること。 

2) 不適合品を暫定的に保管する場合は隔離し、適合品に混入しないように表示し管理すること。 

3) 不適合品は、流動の許可が出るまで流動は禁止すること。 

㈱アーレスティ 
第 2 版 



  

 

 13

 

４．対策品・特採品の出荷について 

1) 取引先責任で発生した不適合品の対策品は識別し、所定の検査後、検査結果を添付し出荷すること。 

2) 取引先責任で発生した不適合品の手直し品、及び特採の承認を得た製品は【7.初物管理】に基づき識別

し、手直し箇所は全数検査結果を添付し出荷すること。 
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取引先のための品質保証マニュアル 

11. 教育・訓練 

取引先は、製品要求事項への適合に影響する活動に従事するすべての要員に対して、教育・訓練のニーズ及

び達成するすべての力量を明確にする“文書化された手順”を確立し維持しなければならない。 

 

教育･訓練の重要性 

 「機械を操作する、検査をする、判断する、変更する、改善する、・・・する など」 人が関わる作業は非常に

多く、その結果が品質に直結することが多々ある。 

 ルールや標準書を作成して業務を行なうが、どんなに良いルールを作っても、そのルールを知らなければ意

味をもたない。 

『不適合品を作らない』という製造技能の訓練とともに、『不適合品を流さない』教育も非常に重要となる。 

 

１．品質に影響する業務の明確化 

品質に影響する業務とそれぞれに必要な教育・訓練内容を明確にする。 

 

２．教育･訓練の計画及び実施 

 管理･監督者、製造作業者、検査員、技術者など階層別に必要な教育・訓練を計画し実施すること。 

 訓練の実施後は、取引先の権限のあるものが評価を行うこと。 

 資格や認定が必要な業務の教育、ＱＣ七つ道具などの教育も同時に計画し外部講習などに参加させ

る。 

 

３．個人能力の把握 

   社員の個人能力を把握するために、教育・訓練の記録を残すこと。 

 

４．本書「取引先のための品質保証マニュアル」の活用 

   日常業務の品質管理に関する教育については、本書を活用すると良い。 

   また、別冊の「変化点管理 教育参考資料」を活用しても良い。 

㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

12. 二次取引先の管理 

１．二次取引先の選定および管理 

弊社への納入品を第三者企業（以下 二次取引先）へ製造／加工委託する際は取引先責任において品質

保証をすること。二次取引先以降の取引先に対して、当マニュアルの要求事項を伝達し、管理文書として配布

すること。 

品質に関するデータは、弊社商品営業部より要求のあった場合、提出可能な状態を維持すること。 

 

２．二次取引先利用の届け出 

取引先が二次取引先を利用する場合は、「二次取引先利用申請書」（帳票 8）に必要事項を記入し、弊社

商品営業部へ提出し許可を得ること。 

取引先を変更する場合または、取引先から社内に製造・検査場所を変更する場合は【8.変更点管理】の扱

いとして「工程変更申請書」（帳票 6、及び帳票 6-1） を提出すること。 

 

３．二次取引先への監査の実施 

 取引先は、全ての二次取引先が品質管理を実施していることを確認すること。取引先は定期的、又は随時監

査を実施すること。 

なお、二次取引先責任において不具合を発生させた場合、弊社商品営業部が二次取引先の実態把握のた

め、品質管理の実施状況や工程及び体制確認を実施することがある。 

 

 

㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

13. 監査  

１．監査の狙い 

 取引先の工場、工程の管理状態及び製品を監査することで顕在化した不具合点や潜在的な不具合点を 

明確にし、改善指導し品質の安定化を図る。 

 

２．取引先社内の自主監査 

 取引先の品質保証責任者は、品質保証に関してその妥当性を確認するために自主監査を実施するための

“文書化された手順”を確立しなければならない。 

監査は、1 回／年以上実施し、取引先社内の品質管理向上に努めること。 

 監査に使用する帳票は、取引先独自の帳票で可。弊社で使用している「製品仕入れ先・委託先品質保証

体制監査実施報告書」（帳票 7）も参考にすると良い。 

 

 ＜機能保証工程(※)が有る場合＞ 

    「工程監査チェックシート」（帳票 10）を使用し、自主監査を実施すること。 

    また、監査結果は弊社商品営業部へ提出する。 (1 回/年） 

 

    (※) 機能保証工程とは、「工程程監査チェックシート」（帳票 10） の「重要項目」欄に 

      ○印が記載されているもの 

 

３．弊社が実施する監査 

弊社は以下の目的で、取引先の監査を実施することがある。(二次取引先に対する監査も含む。) 

(1) 新規取引時 

(2) 新製品立上げ時 

(3) 定期的な品質保証体制の確認 

(4) 品質不具合発生時の工程確認 

(5) 再発防止対策実施後の対策の継続確認 

(6) その他 （年度方針による活動、工程変更など） 

 

 なお、機能保証工程については 最低 1 回/3 年の弊社商品営業部が監査を実施する。 

㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

14. 文書・記録の管理 

取引先は文書・記録の管理を確実にするため、"文書化された手順"を確立すること。 
 

文書 

 文書とは、業務を遂行するために必要な書類であり最新版で管理する必要がある。 

 業務で使用するため、改訂などにより古いものと混在しないように管理しなければならない。旧版は弊社商品

営業部と調整しその処置を確認すること。また、電子媒体も対象となる。 
 

１．一般的な文書 

(1) 図面、仕様書 

(2) 工程 QC 表、検査規格書 

(3) 計画書 

(4) 注文書、契約書、覚書 

(5) 手順書、標準作業書、各種台帳 

(6) 点検表､チェックシートの原本 など 
3)  

２．文書の管理 

(1) 常に最新版で使用できるようなしくみを作り、維持すること。 

(2) 取引先内で作成し運用している文書は改訂管理を必ず実施すること。 

(3) 弊社から発行される文書は、発行管理されているものはその指示に従うこと。 

 

記録 

 記録とは、文書の一部ではあるが、「業務を実施した結果（証拠を提供する文書）」であり通常改訂することは

ない。 
 

１．一般的な記録 

(1) 製品の検査・試験成績書 

(2) クレームなどに対する再発防止報告書 

(3) 計測機器の校正・検証記録 

(4) ロット管理記録、製造日報など管理記録 

(5) 弊社商品営業部の監査記録、取引先社内の自主監査記録、二次取引先の監査記録 

(6) 教育訓練に関する記録 

(7) 計画書（実績記入完了後） 

(8) 点検表及びチェックシート（実績記入後） など 
 

２．記録の管理 

(1) 記録は達成した結果を記述したものであり、その証拠になる。記録の修正が必要となった場合は、元

の記録を消去することはせず、二重線などで訂正する。その際、その理由も明記すること。 

(2) 取引先社内で管理している記録は期間を決めて保管すること。弊社商品営業部から指示のある場合

はそれに従うこと。 

(3) 保管の際は識別し、傷まないよう保護し、検索を容易にすること。 

㈱アーレスティ 
第 2 版 



       

                             

 

18

取引先のための品質保証マニュアル 

15. 取引先の評価とアクション 

１．基本的な考え方 

  取引先からの納入部品は、全数が要求事項を満足した製品であることが前提である。 

万一、弊社へ要求事項を満足しない製品が納入された場合及び顧客への流出が発生した場合は、 

その内容によって評価し取引先のランク付けを実施します。(付表２、付表３) 

  ランク付けすることで取引先の品質改善活動の推進を促し、弊社と連携した取引先の品質保証体制を 

向上させていきます。 

 

  
 

 

＜付表 2＞ 

 

総合評価点計算方法 

総合評価点＝迷惑度＋重要度＋再発＋発生時期＋発生数 

 

 

 

 

＜付表 3＞ 

 
 トラブル評価点計算方法 

 トラブル評価点＝重要度評価点＋発生数評価点 
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取引先のための品質保証マニュアル 

16. 環境指定物質の管理 

１．環境指定物質の規制の概要 

・製品中の環境指定物質に関わる規制 (欧州指令 ELV 指令等) 

・禁止物質: 禁止物質として、以下の 10 物質を特定する。 

    鉛、カドミウム、水銀、六価クロム、ＰＢＢ、ＰＢＤＥ(1-9)、デカＢＤＥ、ＨＢＣＤ、ＰＦＯＳ、アスベスト 

 

2. アーレスティの対応 

   製品(組み付け部品、付着・含有する補助材料、梱包容器など消耗品含む)に、規制値を超える 

   禁止物質を含有させてはならない。 

 

3. 取引先の対応 

  取引先は、工程設計時に禁止物質を含有させないよう、工程設計すること。 

  取引先は、「グリーン購買の指針」に基づき、禁止物質の「不使用宣言書」を弊社商品営業部に 

  提出すること。 

  禁止物質の非含有を測定したデータは、弊社商品営業部が要求した際に提出すること。 

  工程変更、設計変更等により、禁止物質の含有の可能性が生じた場合、禁止物質の非含有を測定 

すること。 

 

詳細は、「グリーン購買の指針」に基づいて管理体制を整備すること。 

第 2 版 ㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

 

17. 帳票類 

 

 

＜注意＞ 

各帳票は、上記の帳票類一覧表の「使用帳票」に従って使用してください。（顧客の指示がある場合は顧客

の帳票を優先します） 

不明点は、商品営業部品質技術課に確認してください。 

※１．取引先の帳票がある場合は、使用しても可。 

    ただし、弊社商品営業部から指示がある場合はそれに従ってください。

帳票 No. 帳票名 

使用帳票 

顧客指

定 

弊社 

全社指

定 

弊社 

商品営業部

指定 

取引先の

帳票 

付表 1 変更点での検査項目と検査方法基準  ○   

付表 2、3 クレーム、トラブル評価基準  ○   

帳票 1 品質保証責任者等（選任又は変更）届  ○   

帳票 2 不適合・不適合品処置報告書   ○  

帳票 3 クレーム・トラブル改善報告書 ○  ○  

帳票 4 クレーム・トラブル対策報告書 ○  ○  

帳票 5 特採申請書 ○  ○  

帳票 6 工程変更申請書 1 ○  ○  

帳票 6-1 工程変更申請書 2   ○  

帳票 7 
製品仕入れ先・委託先定期監査実施報告

書  ○  ※1○ 

帳票 8 二次取引先利用申請書   ○  

帳票 9 不適合品流出連絡書   ○  

帳票 10 工程監査チェックシート  ○   

第 2 版 ㈱アーレスティ 
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取引先のための品質保証マニュアル 

制定・改訂・履歴 

改訂 No. 内容 改定日 担当 承認 

初版 新規制定 2017/12/8 神原 望月 

第 2 版 

・品質方針の見直し 

・『17、帳票類』 使用帳票欄の追加、誤記訂正 

・AS 納入品質評価要領の改訂に伴い、品質保証マニュアルへ反映 

『15、取引先の評価とアクション』 付表 2 の評価規準に発生時期を追加及

び評価規準ごとの評価点見直し。 

・AS 建材事業におけるクレーム処理要領の改訂に伴い、帳票 2、4 の見直し。 

『9 工程異常の処置』、『16 環境指定物質の管理』の一部見直し 

2023/4/5 白井 金田 
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